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『文
選
』
は
梁
武
帝
の
皇
太
子
爺
統

が
、
近
習
の
文
人
達
と
共
に
周
代
か

ら
六
世
紀
の
梁
代
ま
で
の
優
れ
た
詩

文
八
百
余
を
集
め
て
、
ま
と
め
体
系

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
隋
唐
時
代
、

科
挙
で
儒
教
の
経
典
と
共
に
詩
賦
が

出
題
さ
れ
て
か
ら
、
文
章
作
法
の
規

範
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
。

以
降

『文
選
』
を
研
究
す
る
文
選

学
が
流
行
し
、
続
々
と
注
釈
書
が
つ

く
ら
れ
た
。
本
書
は
そ
の

一
つ
で
、

呂
延
済
ら
五
人
が
注
を
施
し
、
唐
の

開
元
六
年

（七

一
人
）
に
玄
宗
皇
帝

に
献
上
さ
れ
た
の
で

「
五
臣
注
」
と

い
う
。
わ
か
り
や
す

い
注
釈
書
と
し

て

一
般
に
広
く
読
ま
れ
た
。

掲
出
本
は
、
全
二
十
巻
の
う
ち
巻

二
十
の
残
巻
。
巻
の
始
め
と
終
わ
り

を
欠
き
、
残
り
の
十
四
首
を
収
め
る
。

力
強
く
端
正
な
唐
風
の
書
体
か
ら
、

唐
写
本
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
紙
背

（本
紙
の
裏
側
）
の
大
半
に
本
紙
の

本
文
よ
り
や
や
後
筆
で
、
具
平
親
王

が
正
暦
二
年

（九
九

一
）
に
撰
述
し

た

『弘
決
外
典
抄
』
巻
第

一
が
記
さ

れ
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
平
安
中
期

の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
。
「
五
臣
注
」

が
成
立
し
た
当
時
の
原
姿
を
伝
え
る

唯

一
最
古
の
写
本
で
あ
る
。

『文
選
』
の
日
本

へ
の
伝
来
は
早
く
、

奈
良
時
代
に
は
律
令
制
の
も
と
官
吏

候
補
生
の
必
読
書
と
な
り
、
平
安
中

期
、
掲
出
書
が
書
写
さ
れ
た
正
に
そ

の
頃
、
清
少
納
言
が
そ
の
主
著

『枕

草
子
』
の
中
で

「文
は
文
集
、
文
選
」

と
文
章
の
手
本
に
本
書
を
挙
げ
た
よ

う
に
、
王
朝
貴
族
に
不
可
欠
の
教
養

と
な

つ
た
。
今
日
、
我
々
が
日
々
使

う
熟
語
の
中
に
も
夫
婦

・
天
地

・
故

郷
な
ど

「文
選
」
出
典
の
言
葉
が
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

掲
出
本
の
本
文
に
は
平
安
後
期
に

書
入
れ
さ
れ
た
墨
や
朱
の
古
訓
点
が

あ
り
、
貴
重
な
国
語
学
資
料
と
な

っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
眺
め
て
い
る

と
、
大
陸
の
先
進
文
化
を
求
め
て
止

ま
な
か

つ
た
古
人
の
情
熱
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ

っ
て
く
る
。

（天
理
図
書
館
　
吉
成
伸
仁
）
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◆平H(午前 9時～午後 5時半)|: H 祝 (午前9時～午後4時半)

05り jの体館‖:3H～ 5日・29H
(本 llllに て紹介した名品の間覧については係へお尋ねください)


